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研究課題名 原子炉圧力容器鋼中の照射誘起ナノ析出物および欠陥の形成・発達過程の解明と

制御

研究の概要等 現在我が国の電力の約３０％以上は原子力によっている。初期に設置された原子

炉はその初期予定稼働期間寿命を迎えようとしていることから、それらの安全性確

保は非常に重要な課題である。安全性に関連した材料の問題に圧力容器 鋼の(RPV)

照射脆化がある。この脆化の主原因に銅不純物の超微小析出物があげられる。本研

究では、新たに開発した陽電子消滅実験法、さらに３次元アトムプローブや電子構

、 （ ）造理論計算を組み合わせ 照射によって生じたな超微小 析出物 ナノ 析出物Cu Cu

や欠陥の形成・発達過程を調べようとする。このようなナノ 析出物は、最新のCu

電子顕微鏡でも観察不可能である。なお我々は、この方法によって単純な モFe-Cu

デル合金のナノ 析出物やナノボイドの興味深い結果をすでに発表している。Cu

今後、 鋼やそのモデル合金（ 、 など）に関し、中性子や電子RPV Fe-Cu-Mn Fe-Cu-P

線照射を行い、照射によって生ずる空孔―不純物、ナノボイドやナノ （富裕）析Cu

出物を最新の陽電子消滅法によって観察・解析する。さらに３次元アトムプローブ

および第一原理計算、モンテカルロ・シミュレーション も行い、併せて照射(KMC)

誘起ナノ析出物および欠陥の形成・発達過程、さらにはこれらに対する添加元素の

影響を明らかにする。またこれらの制御法、稼働 鋼の脆化軽減のための熱処理RPV

条件の提案を行う。
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